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合金中での環境効果を研究するために， Fe 濃度 25原子パー七ント rìÍî後のNi-Fe 合金に対し， Fe57 
のメスパウアー効果の測定を行った口以前に行った予備的な :-3si te s の解析に成功したので‘今回はそ
れをさらにー歩進めて司 7 sites あるいは 8s i tes を用い， 内部磁場と最近接殻のFe原子の数との間
には， 関数関係を全然仮定せずに解析を行った。また， この解析にむいて，長距離干知子度 S も正確に










次にFe-Pt 合金に対しでも， Pt i，農度が， 25原千パーセントから 30原子パーセントの濃度領域の試
料について， Fe 57の 14.4ke V y線司及び Pt 195の 99~eVγ線のメスバウアー効果を測定した口その結果司 Fe













があるが，金城君は特に振動系の改良等により，この問題を解決し，特に，非鉄核種である Pt 195の γ
線による測定を可能にする等，技術的に新らしい進歩を示した。
以上の様にして， N Ì 1Fe , Pt3Fe のFe ， Ptの核種について，実験結果を解析した。結果匂何れにも
共通して，線型近似からの，はっきりしたズレが存在し，特に局所的濃度がある臨界値をこえると直
線的関係が失なわれることが明らかになった凸
金城君の研究は上記のように、技術的な進歩を背景にむいて，環境効果の非線型性を明らかにした
ものであって，理学博士の学位論文として十分価値あるものとして認められる。
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